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～ お と ず れ ～ 

令和６年度 ６月号 

長門市立深川中学校 

校 訓  

教職員スローガン

「生徒の姿で教育の成果をみせる。」   学園目標 未来を切り拓く人間性豊かな俵山・深川っ子の育成 

地域でめざす子ども像 ★ふるさと長門を愛し、あいさつでつながる元気な子★自分の思いや考えを伝えられる素直な子 

 

【６月は人権学習強調月間】６月３日（月）～２２日（土） 
２０２３年４月から「こども家庭庁」が発足し、「こども基本法」が令和５年４月に施行されました。こども施策は、

以下の６つの基本理念をもとに行われています。〔こども家庭庁 HPより〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、文部科学省初等中等教育分科会「２０３０年の社会と子供たちの未来」において、 

「大人が子どもに見せていくべき姿勢」を以下のように取りまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のような施策や考え方をもとに、本校では以下の目的で人権学習強調月間に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

また、目的の達成のために学年ごとに「ねらい」をもって取り組んでいるとことです。 

さらに今年度から、「人権感覚振り返りアンケート」を生徒及び教職員にも実施し 

ました。アンケート内容はホームページに載せておりますので、右の QR コードからお進 

みいただいて、どのような内容であるかご一読いただけると幸せます。 

勧学  

  １ すべてのこどもは大切にされ、基本的な人権を守られ、差別されないこと。 

２ すべてのこどもは、大事に育てられ、生活が守られ、愛され、保護される権利が守られ、平等に教育 

を受けられること。 

  ３ 年齢や発達の程度により、自分に直接関係することに意見を言えたり、社会のさまざまな活動に 

参加できること。 

  ４ すべてのこどもは年齢や発達の程度に応じて、意見が尊重され、こどもの今とこれからにとって最も 

よいことが優先して考えられること。 

  ５ 子育ては家庭を基本としながら、そのサポートが十分に行われ、家庭で育つことが難しいこどもも、 

家庭と同様の環境が確保されること。 

  ６ 家庭や子育てに夢を持ち、喜びを感じられる社会をつくること。 

ダイバーシティ教育を推進するなかで、大人は子どもたちにどのような姿勢を見せるべきなのでしょうか？ 

大人の価値観や言動は、子どもに大きな影響を与えます。したがって、無意識に望んでしまう「らしさ」

の押しつけや偏見に気をつけることが大切です。 

 また、マイノリティと呼ばれる人たちと、違いがあるだけでなく、共通点があることも併せて伝えましょう。本来、

多様な素地を持った子どもたちと関わる中で、接し方に迷いが生じることもあるでしょう。 

迷ったときは、子どもをよく観て、子どもの話をよく聴き、子どもとしっかり話すことが大切です。そして、子ども

のできないことに目を向けるのではなく、できることを伸ばす視点を持つようにしましょう。 

目的 〇 学校全体で組織的、計画的に人権尊重の意識の高揚を図り、人権問題について正しく理解を深め、

公正な判断力を育てるための期間とする。 

     〇 各学年の授業や様子を記録し、学校だよりや学級通信を通して、様々な人権問題や学校での人権

教育の実践について、保護者や地域への理解を図る。 

 



【市選手権大会・広域大会成績】    ６月１日（土）/８日（土）/９日（日） 

バレーボール 団体 優  勝  

ソフトテニス男子 団体 優  勝  

 個人 １位：下松心陽・森山愛斗  ２位：福永流生・井口昂大 

  ３位：大賀陽斗・大津蒼輝    

ソフトテニス女子 団体 優  勝  

 個人 １位：松田柑菜・細田颯希 ２位：末永七椛・酒井梨兎 

  ３位：藤本珠奈・村田さくら ３位：中山萌江佳・河村菜々子 

卓球女子 個人 １位：西本悠希子  ２位：岡嶋ふう花 

  ３位：谷 愛梨     ３位：宮本陽菜 

剣道女子 個人 １位：中村知生    ２位：久保田空 

柔道男子 団体 準優勝  

柔道女子 団体 優  勝   

バスケットボール男子 団体 優  勝  ・・・萩阿武長門広域予選 

 

 

 

【県選手権大会出場チーム・選手】 ７月１３・１４日、２０日～２４日 県内各会場 

バレーボール 沖 芽依、伊達つかさ、金子奈央、馬谷原陽菜、岩本美優、西本早希、馬渡初音 

大谷菜月、松浦祐奈、林 珂名、前田はる子、田中結葵 

ソフトテニス男子 大賀陽斗、大津蒼輝、下松心陽、森山愛斗、福永流生、井口昂大、水津奏和、田辺 輝 

ソフトテニス 

女子 

松田柑菜、細田颯希、末永七椛、酒井梨兎、藤本珠奈、村田さくら 

中山萌江佳、河村菜々子、中原真生、前田千穂 

卓球女子 西本悠希子、岡嶋ふう花、谷 愛梨、宮本陽菜、平川天音 

梅田瑠璃菜、山根結夢、古井優衣 

卓球男子 増野公太 

剣道女子 中村知生、久保田空、松岡里奈、河上心優 

柔道男子 岡村悠聖、米田蒼梛、岡本拳星、荒川凰冴、長井大和 

柔道女子 德原碧芭、リプトロットはな、河野彩美、藤里みづき 

バスケットボー 

男子 

河田 笙、富田 旬、中山優樹、向井楓斗、吉田雄大、西中 奏、片平颯斗、田中 遥 

鬼﨑優翔、青山慶大、坂倉斗真、松田健吾、伊藤尊心、川上直樹、古井規尋 

水泳（男・女） 岡本樹尭、増野百花 

 
【編集後記】一生懸命頑張る姿や真剣なまなざしは心を打ちます。 

バレー部は優勝直後の 2位決定戦をレギュラーが審判しました。

野球部は敗戦直後の試合のボールボーイを主将の上野くんが率

先して行っていました。誰かのために尽力する。それを優勝チーム

やチームの中心が行うところに、再び心を打たれました。 


